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菊
田
源
兵
衛
家
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

―
「
壁
紙
文
書
」
の
発
見
と
分
析
を
通
じ
て

佐　

藤　

大　

介

二
〇
一
〇
年
（
平
成
二
十
二
年
）
六
月
十
五
日
に
実
施
し
た
仙
台
市
青
葉
区
通
町
の
通
称
「
検
断
屋
敷
」

の
緊
急
調
査
の
中
で
、
屋
敷
の
壁
紙
の
下
材
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
た
、
こ
れ
ま
で
未
確
認
の
古
文
書

資
料
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
「
壁
紙
文
書
」
全
体
の
内
容
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、

戦（
１
）

災
や
高
度
経
済
成
長
期
以
降
、
現
在
に
至
る
都
市
開
発
に
よ
り
多
く
の
史
料
が
失
わ
れ
た
（
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
）
仙
台
城
下
町
お
よ
び
そ
の
周
辺
地
域
に
関
す
る
新
出
史
料
と
し
て
貴
重
だ
と
い
え
る
。
こ
れ

ら
の
史
料
の
内
、
そ
の
一
部
は
本
書
所
収
の
拙
（
（
（

稿
で
検
討
し
、
近
世
後
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
の
菊
田

源
兵
衛
家
の
社
会
活
動
と
、
仙
台
城
下
町
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
改
め
て
史
料
の
発
見
に
至
る
経
緯
に
つ
い
て
報
告
し
、
史
料
の
全
体
像
を
確
認
す
る
。
そ

の
上
で
、
前
述
の
拙
稿
で
触
れ
な
か
っ
た
史
料
を
検
討
し
、「
検
断
屋
敷
」
の
建
て
主
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
菊
田
源
兵
衛
家
の
社
会
活
動
や
近
世
後
期
の
仙
台
城
下
町
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。特
に
、

「
壁
紙
文
書
」
に
は
菊
田
源
兵
衛
家
の
贈
答
や
交
際
に
関
す
る
史
料
が
、
断
片
的
な
が
ら
多
く
含
ま
れ
て

（
１
）
一
九
六
一
年
頃
に
行
わ
れ
た
菊
田
家
子
孫
か
ら
の
聞
き
取
り

に
よ
れ
ば
、
菊
田
家
で
は
検
断
屋
敷
か
ら
移
転
し
た
後
も

多
く
の
和
本
や
記
録
を
保
管
し
て
い
た
が
、
一
九
四
五
年

七
月
十
日
の
仙
台
空
襲
に
よ
り
焼
失
し
た
と
い
う
（
新
田
信

寛「
菊
田
屋
施
本「
善
悪
種
蒔
鏡
」」東
北
学
院
大
学
論
集（
一

般
教
養
）
三
八
、一
九
六
一
年
）。

（
2
）「
天
保
か
ら
幕
末
の
通
町
―
東
昌
寺
門
前
・
菊
田
源
兵
衛
家

の
社
会
活
動
」
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い
た
。
こ
れ
ら
の
史
料
の
内
容
を
、
現
時
点
で
の
仙
台
城
下
町
研
究
の
成
果
と
つ
き
あ
わ
せ
な
が
ら
分
析

す
る
こ
と
で
、
菊
田
源
兵
衛
家
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
復
元
す
る
こ
と
を
試
み

る
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
仙
台
城
下
町
の
都
市
史
を
考
え
る
上
で
の
課
題
に
つ
い
て
提
示
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
い
。

な
お
、「
壁
紙
文
書
」か
ら
の
引
用
は
、
本
書
所
収
の
史
料
編
に
掲
載
し
た
史
料
番
号
に
基
づ
い
て
い
る
。

１　

「
壁
紙
文
書
」
の
発
見
―「
検
断
屋
敷
」
に
残
さ
れ
て
い
た
古
文
書

⑴　

文
書
発
見
の
経
緯

「
検
断
屋
敷
」
店
蔵
部
分
の
解
体
に
際
し
て
は
、
建
物
の
構
造
や
間
取
り
と
と
も
に
、
古
文
書
等
の
歴

史
資
料
の
所
在
に
つ
い
て
も
緊
急
調
査
調
査
を
実
施
し
た
。
店
蔵
の
一
階
お
よ
び
二
階
の
各
部
屋
や
収
納

部
分
を
く
ま
な
く
捜
索
す
る
な
か
で
、
調
査
員
の
一
人
で
あ
る
天
野
真
志
氏
（
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研

究
セ
ン
タ
ー
）
が
、
二
階
北
側
の
部
屋
の
西
側
に
設
け
ら
れ
て
い
た
押
入
部
分
に
、
壁
の
下
材
と
し
て
古

文
書
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
た
（
写
真
１
）。
そ
の
後
、
下
張
り
文
書
は
、
壁
板
が
打
ち
付

け
ら
れ
た
部
分
の
下
側
も
含
め
、
押
入
の
壁
四
面
全
て
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
史
料
を
壁
か
ら
引
き
は
が
す
こ
と
と
し
た
（
写
真
２
）。
押
入
は
元
々
日
光
が
入
り
に
く
い
構

造
に
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
水
分
が
あ
る
程
度
染
み
こ
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
比
較
的
容
易
に
壁
か

ら
剥
が
す
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
建
物
解
体
に
と
も
な
う
緊
急
調
査
は
こ
れ
ま
で
に
も
何
度
か
経
験

し
て
き
た
が
、
壁
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
古
文
書
を
剥
が
す
、
と
い
う
経
験
は
初
め
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

写真 1　壁の下張りに使われていた古文書
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こ
の
よ
う
な
こ
と
も
あ
り
、
我
々
は
さ
ら
に
建
物
の
隅
々
を
調
査
す
べ
く
、
店
蔵
部
分
の
天
井
部
分
に

ま
で
よ
じ
登
っ
て
史
料
の
捜
索
を
行
っ
た
。
結
果
的
に
は
古
文
書
な
ど
の
歴
史
資
料
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
隅
々
ま
で
徹
底
し
て
調
査
を
行
い
、
消
え
ゆ
く
検
断
屋
敷
の
記
憶
を
少

し
で
も
留
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
う
え
で
、
こ
の
貴
重
な
「
壁
紙
文
書
」
の
内
容
に
つ
い
て
概
要
の
把
握
に
務
め
た
。
一
見
し
て
目

に
付
い
た
の
は
、
大
き
な
文
字
で
書
か
れ
た
書
類
で
あ
る
。
手
習
い
と
し
て
用
い
た
史
料
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
一
方
で
、
細
か
な
字
で
書
か
れ
た
様
々
な
史
料
も
含
ま
れ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
よ
り
詳
細
な

内
容
の
検
討
を
行
う
た
め
、
屋
敷
の
現
在
の
所
有
者
の
許
可
を
得
た
上
で
、
史
料
の
全
体
を
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
影
し
た
。
短
時
間
で
「
壁
紙
文
書
」
に
含
ま
れ
る
内
容
が
解
読
で
き
る
よ
う
な
最
低
限
の
記
録

化
を
行
う
こ
と
が
出
来
た
。
撮
影
し
た
後
、
即
座
に
デ
ー
タ
が
確
認
で
き
、
も
し
失
敗
し
て
い
れ
ば
そ
の

場
で
す
ぐ
に
取
り
直
し
が
出
来
る
、
と
い
う
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に
し
か
な
い
機
能
の
強
み
を
、
こ
れ
ほ
ど

あ
り
が
た
く
感
じ
た
保
全
活
動
も
、
ま
た
初
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。

⑵　
「
壁
紙
文
書
」
の
成
立
時
期
―
い
つ
貼
ら
れ
た
の
か
、
ど
の
家
の
古
文
書
か

今
回
確
認
さ
れ
た
「
壁
紙
文
書
」
の
う
ち
、
手
習
書
な
ど
を
除
き
、
あ
る
程
度
内
容
（
元
々
の
用
途
）

が
確
認
で
き
た
史
料
は
表
1
の
二
十
九
点
で
あ
る
。そ
の
多
く
が
、「
菊
田
源
兵
衛
」に
関
す
る
史
料
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
の
史
料
は
、
い
つ
ご
ろ
壁
紙
へ
と
転
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
ど
の
家
・
組
織
で

作
成
さ
れ
た
文
書
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
書
所
収
の
拙
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
壁
紙
文
書
」
に
は
、
こ
の
屋
敷
を
江
戸
時
代
に
所
有
し
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
る
菊
田
源
兵
衛
家
に
関
す
る
史
料
が
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。
一
般
に
、
ふ
す
ま
の
下
張

写真 2　壁から文書をはがす
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表
１
「
壁
紙
文
書
」
か
ら
確
認
さ
れ
た
古
文
書
資
料

番
号
　

内
容

　

年
代

１

仙
台
城
下
町
の
流
民
の
様
子
報
知

（
天
保
四
年
）

２

沢
口
権
平
書
状
（
他
所
流
民
の
埋
葬
・
手
当
）

天
保
四
年

３

他
領
流
民
の
書
上
（
秋
田
・
南
部
・
伊
達
・
最
上
）
（
天
保
四
年
）

４

他
領
流
民
の
書
上
（
秋
田
・
最
上
）

（
天
保
四
年
）

５

「
菊
田
」
姓
御
免
願

天
保
六
年
閏
七
月

６

銘
酒
造
方
に
つ
き
願
書
・
下
書

（
年
不
詳
）

７

菊
田
源
兵
衛
御
賞
賜
に
つ
き
振
舞
の
報
知

嘉
永
三
年
七
月

８

菊
田
源
兵
衛
御
賞
賜
に
つ
き
振
舞
の
報
知

嘉
永
三
年
七
月

９

菊
田
よ
り
瀧
屋
瀧
五
郎
宛
書
簡
（
寒
中
見
舞
）

（
年
不
詳
）

10

菊
田
文
七
よ
り
永
井
某
宛
書
簡
（
年
賀
挨
拶
）

（
年
不
詳
）

11

歳
暮
品
・
人
名
控

午
年

12

歳
暮
品
・
人
名
控

（
年
不
詳
）

13

歳
暮
品
・
人
名
控

（
年
不
詳
）

14

贈
答
品
書
上
（
海
産
物
）

（
年
不
詳
）

15

贈
答
品
書
上
（
た
ば
こ
・
金
銭
）

（
年
不
詳
）

16

人
名
・
居
所
書
上

（
年
不
詳
）

17

人
名
・
居
所
書
上

（
年
不
詳
）

18

銭
高
・
人
名
書
上

（
年
不
詳
）

19

銭
高
・
人
名
書
上

（
年
不
詳
）

20

七
言
絶
句
（
大
年
寺
・
賓
松
）

（
年
不
詳
）

21

人
名
書
上

（
年
不
詳
）

22

人
名
書
上
（
人
足
関
係
か
）

寅
年
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菊
田
源
兵
衛
家
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
「
壁
紙
文
書
」
の
発
見
と
分
析
を
通
じ
て

り
な
ど
に
江
戸
時
代
の
文
書
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
、
そ
の
文
書
の
元
の
所
有
者
が
所
蔵
し
て
き
た

も
の
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
壁
紙
文
書
中
の
大
半
は
、
菊
田
源
兵
衛
家
に
よ
り
史
料
が
再

利
用
さ
れ
て
成
立
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
九
二
年
度
の
建
築
調（
３
）査に

よ
れ
ば
、
屋
敷
が
菊

田
家
の
所
有
を
離
れ
た
の
は
一
八
七
七
年
（
明
治
十
）
頃
だ
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
し
た
が
え
ば
、
文
書
の

作
成
さ
れ
た
年
代
は
、
一
八
七
七
年
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

一
方
、
壁
紙
文
書
の
中
に
は
、「
仙
台
市　

大
石
太
吉
」
の
「
発
明
」
に
よ
る
「
柔
軟
防
水
紙
」
が
含

ま
れ
て
い
た
（
写
真
３
）。
こ
れ
は
、
仙
台
柳
生
産
の
「
強
製
紙
」
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
仙
台
柳
生
（
仙

台
市
太
白
区
）
産
の
強
製
紙
は
、
柳
宗
悦
（
一
八
八
九
─
一
九
六
一
）
が
そ
の
価
値
を
高
く
評
価
し
、
自

著
の
装
丁
に
多
用
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
（
（
（

る
。
こ
の
強
製
紙
の
開
発
に
当
た
っ
た
の
が
、
仙
台
国
分
町（
仙

台
市
青
葉
区
）
の
紙
商
で
あ
っ
た
大
石
太
吉
で
あ
る
。
大
石
に
よ
る
強
製
紙
開
発
に
つ
い
て
は
、
寿
岳

文
章
・
し
づ
夫
妻
に
よ
る
一
九
三
八
年
（
昭
和
十
三
）
四
月
の
名
取
郡
柳
生
村
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査

23

金
銭
・
人
名
書
上

（
年
不
詳
）

24

金
銭
・
人
名
書
上
（
貸
金
関
係
か
）

（
年
不
詳
）

25

品
物
受
取
書

（
年
不
詳
）

26

小
引
換
人
勤
め
方
に
つ
き
請
書

（
年
不
詳
）

27

人
名
書
上
（
菊
田
家
か
）

（
年
不
詳
）

28

川
柳
書
上
（
雉
）

（
年
不
詳
）

29

桃
生
郡
中
津
山
村
孝
勝
寺
抱
地
立
上
金
勘
定
目
録

享
和
三
年

30

宗
門
人
別
帳
・
落
丁
（
胆
沢
郡
水
沢
町
か
）

（
年
不
詳
）

　
　
　
（
備
考
）
番
号
は
、
本
書
所
収
・
史
料
編
の
史
料
番
号
に
対
応
し
て
い
る
。

（
3
）
古
建
築
学
会
編
著
『
宮
城
県
の
古
建
築　

江
戸
・
明
治
期
の

建
造
物
』
宮
城
県
教
育
委
員
会　

一
九
九
二
年
。

（
4
）『
仙
台
市
史
』
特
別
編　

美
術
工
芸
編
（
仙
台
市　

一
九
九
六
年
）、
四
五
八
頁
、
佐
藤
雅
也
「
仙
台
の
柳
生
和

紙
と
松
川
達
摩
」（『
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
調
査
報
告

書
』
25
、
二
〇
〇
六
年
）。

写真 3　「柔軟防水紙」
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に
詳
し
（
（
（

い
。
大
石
太
吉
（
一
八
五
七
─
一
九
〇
四
）
は
繭
の
貯
蔵
用
紙
と
し
て
一
八
八
四
年
（
明
治

十
七
）
頃
に
「
柔
軟
防
水
強
製
紙
」
を
創
り
だ
し
て
特
許
を
得
て
お
り
、
一
九
一
四
年
（
大
正
四
）
に
は

そ
の
子
の
太
吉
（
一
八
七
二
─
一
九
二
八
。
大
石
太
吉
家
の
代
替
わ
り
に
つ
い
て
は
『
仙
台
人
名
大
辞
書
』

同
刊
行
会　

一
九
二
八
年
に
よ
る
）
が
さ
ら
に
改
良
を
加
え
た
「
防
水
防
虫
防
黴
の
強
靱
包
装
紙
」
の
特

許
を
得
た
と
い
う
。
大
石
家
の
強
製
紙
は
、
大
正
初
年
に
は
国
内
に
加
え
海
外
に
も
輸
出
さ
れ
て
お
り
、

一
九
一
八
年
（
大
正
七
）
に
は
資
本
金
一
〇
〇
万
円
で
株
式
会
社
化
し
て
い
（
（
（

る
。
大
石
の
事
業
は
、

一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
に
は
柳
生
の
阿
部
亮
作
に
実
質
的
に
引
き
継
が
れ
た
と
い
う
。

こ
こ
か
ら
、
写
真
３
の
用
紙
は
、
一
八
八
四
年
に
特
許
が
取
得
さ
れ
た
「
柔
軟
防
水
強
製
紙
」
だ
と
考

え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
内
容
を
確
認
す
る
と
、「
第
四
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
有
効
賞
牌
」
の
文
字
と
、

「
仏
国
巴
里
万
国
大
博
覧
会
銀
賞
牌
」お
よ
び「
米
国
聖
路
易
万
国
大
博
覧
会
銀
賞
牌
」の
文
字
及
び「
賞
牌
」

が
印
刷
さ
れ
、
賞
誉
を
得
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
、
一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
）
の
第
四
回

お
よ
び
一
九
〇
三
年
の
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会（「
第
四
五
回
」は「
四
・
五
回
」の
こ
と
で
あ
ろ
う
）と
、

一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
万
国
博
覧
会
、
一
九
〇
四
年
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
国
博
覧
会
の
こ
と
で
あ
る
。
以
上

の
こ
と
か
ら
、「
壁
紙
文
書
」
の
強
製
紙
は
、
一
九
〇
四
年
（
明
治
三
十
七
）
以
降
の
製
造
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。
前
述
し
た
大
石
の
営
業
時
期
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
製
造
年
代
は
一
九
二
六
年
を
下
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
菊
田
家
が
通
町
を
去
っ
た
と
さ
れ
る
時
期
以
降
の
史
料
が
含
ま
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
点
と
関
連
し
て
、
当
日
に
建
築
調
査
を
行
っ
た
大
沼
昌
寛
氏
に
よ
れ
ば
、
店
蔵
二
階
は
元
々
倉
庫

だ
っ
た
場
所
を
座
敷
に
改
築
さ
れ
て
お
り
、
床
の
間
や
柱
の
意
匠
は
大
正
期
の
住
宅
に
特
徴
的
だ
と
の
指

摘
が
あ
っ
た
。
菊
田
家
が
通
町
を
去
っ
た
際
に
文
書
を
残
し
て
い
き
、
そ
れ
が
再
利
用
さ
れ
た
と
い
う
可

（
6
）
大
正
八
年
度
『
仙
台
商
工
名
鑑
』
仙
台
商
工
会
議
所
。

（
5
）
寿
岳
文
章
・
し
づ
『
紙
漉
村
旅
日
記
』
一
九
四
三
年
（
本
稿

で
は
同
著
『
定
本　

紙
漉
村
旅
日
記
』
春
秋
社　

一
九
八
六

年
を
参
照
）。
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菊
田
源
兵
衛
家
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
「
壁
紙
文
書
」
の
発
見
と
分
析
を
通
じ
て

能
性
も
あ
る
が
、
ひ
と
ま
ず
菊
田
家
に
よ
る
近
世
末
期
か
ら
明
治
初
年
の
利
用
と
、
そ
の
後
の
新
た
な
改

修
と
い
う
二
段
階
を
へ
て
現
在
に
至
っ
た
、
と
い
う
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、「
壁
紙
文
書
」
に
は
菊
田
家
や
仙
台
城
下
町
と
は
無
関
係
の
資
料
が
含
ま
れ
て
い
る
。
史
料
番

号
30
は
近
世
の
宗
門
人
別
帳
の
落
丁
で
あ
る
が
、「
瀬
台
野
村
」
や
「
臨
済
宗
増
長
寺
」
と
い
う
記
載
か
ら
、

胆
沢
郡
塩
釜
村
水
沢
町
（
岩
手
県
奥
州
市
）
の
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
菊
田
家
と
水
沢
と
の
関
係
は
不

明
で
あ
る
が
、
近
世
の
村
文
書
が
、
遅
く
と
も
明
治
末
年
の
段
階
で
廃
棄
さ
れ
、
反
故
紙
と
し
て
仙
台
に

流
通
し
て
い
た
の
で
あ
っ
（
（
（

た
。

以
上
の
伝
来
に
関
す
る
考
察
を
ふ
ま
え
、
実
際
の
分
析
に
は
い
る
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
、
本
稿
で
は

史
料
引
用
に
つ
い
て
は
、
本
書
所
収
の
史
料
編
か
ら
史
料
番
号
を
引
用
す
る
形
を
と
る
。
こ
の
う
ち
史
料

番
号
１
か
ら
６
の
史
料
は
す
で
に
本
書
拙
稿
で
考
察
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
史
料
番
号
７
以
下
の
史
料
を

分
析
す
る
こ
と
に
な
る
。

２　

「
壁
紙
文
書
」
に
み
る
菊
田
家
の
交
際
―
嘉
永
三
年
八
月
酒
宴
へ
の
招
待
客

史
料
番
号
７・
８
は
、
菊
田
家
が
、
藩
か
ら
の
褒
賞
を
受
け
た
た
め
、
交
際
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

人
々
へ
の
振
舞
を
行
う
旨
連
絡
し
た
史
料
で
あ
る
。
壁
紙
の
中
に
は
同
内
容
の
史
料
が
二
点
含
ま
れ
て
い

た
。差

出
人
は
「
菊
田
源
兵
衛
」
と
あ
る
。
本
書
拙
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
菊
田
家
が
苗
字
帯
刀
を

許
可
さ
れ
た
の
は
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
年
で
あ
る
か
ら
、
日
付
の
「
閏
七
月
」
は
、
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
閏
七
月
で
あ
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
。
三
代
源
兵
衛
の
墓
碑
を
建
立
し
た
、
四
代
目
源
兵

（
7
）
二
〇
一
一
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
と

も
な
う
歴
史
資
料
救
済
活
動
で
、
今
回
の
被
災
に
よ
り
解

体
さ
れ
た
旧
岩
切
郵
便
局
庁
舎
（
仙
台
市
宮
城
野
区
）
の

ふ
す
ま
下
張
り
文
書
を
保
全
し
た
。
そ
の
中
に
、
仙
台
藩

領
の
も
の
と
見
ら
れ
る
宗
門
人
別
帳
や
年
貢
関
係
の
帳
簿
、

山
林
行
政
に
関
す
る
廻
状
が
再
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
は
、
内
容
か
ら
仙
台
城
二
の
丸
（
東

北
大
学
川
内
キ
ャ
ン
パ
ス
附
近
）
に
あ
っ
た
仙
台
藩
郡
方
役

所
で
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
の
可
能
性
が
高
い
。

　

検
断
屋
敷
壁
紙
文
書
や
旧
岩
切
郵
便
局
の
事
例
は
、
廃

藩
後
に
仙
台
藩
庁
文
書
が
廃
棄
さ
れ
、
そ
れ
ら
が
旧
城
下
町

を
中
心
と
す
る
地
域
の
古
紙
市
場
へ
流
通
し
て
い
っ
た
実

態
の
一
端
を
し
め
す
も
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
仙
台
藩
庁

文
書
の
管
理
の
あ
り
方
な
ど
、
今
後
の
さ
ら
な
る
検
討
を

待
ち
た
い
。
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衛
嘉
雅
が
差
し
出
し
た
史
料
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

宛
先
で
あ
る
が
、
史
料
番
号
７
に
は
「
苗
字
＋
名
前
」
で
表
記
さ
れ
る
五
名
と
、「
～
屋
」
と
表
記
さ

れ
る
十
二
名
で
あ
り
、
後
者
に
は
女
性
一
名
が
含
ま
れ
る
。
一
方
、
史
料
番
号
８
に
は
「
苗
字
＋
名
前
」

が
「
菊
田
」
姓
の
四
名
を
含
め
十
二
名
、「
～
屋
」
表
記
が
五
名
で
あ
る
。「
菊
田
」
姓
の
人
々
は
、
菊
田

源
兵
衛
の
親
類
で
あ
ろ
う
か
。

宛
先
と
な
っ
た
人
々
に
つ
い
て
、「
苗
字
＋
名
前
」
表
記
の
人
々
に
つ
い
て
は
、
史
料
番
号
７
に
登
場

す
る
「
草
刈
恒
治
」
が
幕
末
期
の
禄
高
五
十
七
（
（
（

石
で
あ
っ
た
こ
と
以
外
、
そ
の
禄
高
や
城
下
町
で
の
居
（
8
）「
伊
達
家
世
臣
禄
」『
仙
台
藩
歴
史
辞
典
』
仙
台
郷
土
研
究
会

二
〇
〇
二
年
所
収
）。

　

　
　

表
２　

嘉
永
三
年　

菊
田
源
兵
衛
御
賞
賜
に
つ
き
振
舞　

宛
名

　

史
料
番
号
７

　

史
料
番
号
８

寺
島
泰
蔵
様

草
刈
恒
治
様

石
森
篤
右
衛
門
様

金
津
勇
助
様

伊
藤
屋
勇
治
様

手
塚
屋
平
蔵
様

鳥
海
屋
久
蔵
様

佐
藤
屋
お
の
へ
様

佐
藤
屋
利
蔵
様

庄
司
屋
清
八
様

佐
藤
又
蔵
様

伊
澤
屋
幸
松
様

菅
井
屋
捨
蔵
様

森
田
屋
菊
五
郎
様

菅
野
屋
喜
右
衛
門
様

升
屋
与
右
衛
門
様

早
川
屋
右
助
様

菊
田
喜
太
夫
様

菊
田
喜
左
衛
門
様

庄
子
津
左
衛
門
様

菅
原
平
助
様

山
田
屋
久
右
衛
門
様

江
刺
平
吉
様

宍
戸
屋
長
七
様

大
場
屋
喜
右
衛
門
様

菊
田
十
太
郎
様

菊
田
喜
四
郎
様

高
橋
長
右
衛
門
様

伊
藤
権
六
様

安
部
平
蔵
様

伊
藤
屋
伊
右
衛
門
様

阿
部
屋
房
次
郎
様

佐
藤
仁
右
衛
門
様

永
井
今
朝
吉
様



91

菊
田
源
兵
衛
家
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
「
壁
紙
文
書
」
の
発
見
と
分
析
を
通
じ
て

住
地
は
不
明
で
あ
（
（
（

る
。
苗
字
表
記
の
あ
る
も
の
と
「
～
屋
」
と
を
明
確
に
書
き
分
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、

両
者
の
間
に
は
何
ら
か
の
身
分
的
な
区
別
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
苗

字
表
記
の
あ
る
人
々
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
嫡
子
の
よ
う
な
、
嘉
永
三
年
時
点
で
は
藩
士
家
の
当
主
で
は

な
い
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

一
方
「
～
屋
」
表
記
の
人
々
は
、
東
昌
寺
門
前
町
な
い
し
は
仙
台
城
下
町
の
商
人
た
ち
と
見
ら
れ
る
が
、

こ
ち
ら
も
今
の
と
こ
ろ
そ
の
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
贈
答
関
係

の
史
料
の
中
に
「
手
塚
屋
」
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
当
然
、
こ
こ
に
名
前
の
挙
が
っ
た
人
々
は
、
菊
田
源

兵
衛
家
と
深
い
交
流
の
あ
っ
た
人
々
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

と
は
い
え
、
少
な
く
と
も
藩
士
と
商
人
の
両
方
が
宛
先
に
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
史
料

が
複
数
の
宛
先
に
向
け
て
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
史
料
が
士
分
と
商
人
の
両
方
を
含
む

廻
状
の
形
式
で
あ
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
よ
う
。
仙
台
城
下
町
と
そ
の
周
辺
地
域
で
、
身
分
を
越
え
た

廻
状
が
成
立
し
う
る
社
会
関
係
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
、
菊
田
家
の
生
業
で

あ
っ
た
清
酒
醸
造
を
通
じ
た
関
係
で
あ
る
。
菊
田
家
の
取
引
先
と
い
う
こ
と
も
あ
る
が
、
藩
士
自
身
に
よ

る
醸
造
と
の
か
か
わ
り
と
い
う
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
幕
末
期
に
禄
高
一
八
五
石

で
あ
っ
た
仙
台
藩
士
の
浜
田
縫
殿
之
助
が
一
九
一
五
年（
大
正
四
年
）に
記
し
た
回
顧
録「
な
み
だ
乃
た
（
（1
（

ね
」

に
は
、
亀
岡
通
（
仙
台
市
青
葉
区
川
内
亀
岡
町
）
に
あ
っ
た
屋
敷
地
に
、
荒
町
の
杜
氏
を
招
い
て
清
酒
や

濁
酒
醸
造
を
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
こ
こ
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
天
保
飢
饉
時
に
も
藩
か
ら
「
銘
酒
屋
」
と

し
て
清
酒
醸
造
を
認
め
ら
れ
て
い
た
菊
田
家
が
、
城
下
町
の
藩
士
層
に
よ
る
醸
造
を
請
け
負
う
こ
と
は
十

分
考
え
ら
れ
よ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ほ
か
に
も
東
昌
寺
を
中
心
と
し
た
宗
教
面
で
の
つ
な
が
り
や
、
そ
の
門
前
町
周
辺
に

（
9
）
居
住
地
に
つ
い
て
は
「
安
政
修
補
仙
台
城
下
図
」『
地
図
・

絵
図
で
見
る
仙
台
』（
今
野
印
刷
出
版　

一
九
九
五
年
）
所

収
附
録
の
同
図
人
名
一
覧
で
照
合
し
た
が
、
同
一
の
名
前

を
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
10
）
三
原
良
吉
「
大
番
士
の
家
庭
生
活
―
手
記
「
な
み
だ
乃
た 

ね
」
─
」『
仙
台
郷
土
研
究
』
13
─
14　

一
九
三
九
年
。
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居
住
す
る
と
い
っ
た
地
縁
的
な
関
係
、
さ
ら
に
は
文
芸
な
ど
身
分
を
越
え
た
何
ら
か
の
サ
ー
ク
ル
に
よ
る

人
的
関
係
と
い
っ
た
様
々
な
社
会
関
係
の
可
能
性
を
指
摘
で
き
る
。
仙
台
城
下
町
に
お
け
る
武
士
と
町
人

の
日
常
的
な
関
係
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察
を
深
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

３　

菊
田
源
兵
衛
家
を
め
ぐ
る
贈
答

史
料
番
号
11
に
は
、「
午
年
十
二
月　

歳
暮
扣　

在
郷
計
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
続
け
て
、「
一
大
豆　
　

小
角
村
・
治
右
衛
門
殿
」
の
よ
う
に
、
品
物
と
村
名
（
記
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
）、
人
名
が
記
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
史
料
は
菊
田
家
が
や
り
と
り
し
た
贈
答
品
と
、
そ
の
相
手
を
記
録
し
た
も

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
な
性
格
の
史
料
は
史
料
番
号
12
、
13
に
も
見
ら
れ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら

の
史
料
を
ま
と
め
て
分
析
し
た
い
。

⑴　

仙
台
城
下
町
周
辺
か
ら
の
贈
答

史
料
番
号
11
か
ら
13
の
史
料
に
は
、「
小
角
村
」、「
野
村
」、「
枡
沢
」
お
よ
び
「
山
田
」、「
ね
き
し
（
根

岸
）」、「
川
崎
」
と
い
っ
た
地
名
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
表
３
に
挙
げ
た
、
仙
台
城
下
町
近
隣
の
村
々

だ
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
か
ら
の
贈
答
品
は
、
納
豆
や
大
豆
、
干
し
わ
ら
び
と
い
っ
た
農
産
物

で
あ
る
。
後
述
す
る
城
下
町
の
人
々
か
ら
の
贈
答
品
は
海
産
物
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
購
入

に
よ
っ
て
入
手
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
連
の
史
料
は
菊
田
家
に
送
ら
れ
た
品
物
を
記
し

た
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
菊
田
源
兵
衛
家
と
こ
れ
ら
の
村
々
は
、
ど
の
よ
う
な
社
会
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た
の
で
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菊
田
源
兵
衛
家
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
「
壁
紙
文
書
」
の
発
見
と
分
析
を
通
じ
て

あ
ろ
う
か
。
本
書
齋
藤
論
文
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
菊
田
家
の
あ
る
東
昌
寺
門
前
町
に
は
「
ノ
ミ

の
市
」
と
も
い
え
る
庶
民
層
の
市
場
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
酒
を
中
心
に
菊
田

家
と
の
取
引
関
係
を
結
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

こ
れ
に
加
え
て
、
森
林
資
源
の
供
給
と
い
う
点
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
表
３
に
挙
げ
た
村
々
の
内
、

柴
田
郡
川
崎
宿
の
あ
る
同
郡
前
川
村
は
、
仙
台
城
下
へ
の
薪
供
給
地
の
一
つ
で
あ
（
（1
（

り
、
川
崎
宿
お
よ
び
名

取
郡
根
岸
村
（
長
町
）
に
は
「
中
揚
場
所
」
と
呼
ば
れ
る
薪
た
き
ぎの
乾
燥
場
が
設
け
ら
れ
て
い
（
（1
（

た
。
こ
の
ほ
か

名
取
郡
山
田
村
、
宮
城
郡
小
角
村
、
野
村
も
薪
の
生
産
地
で
あ
っ
た
。

薪
の
利
用
に
つ
い
て
は
、
一
つ
に
は
菊
田
家
の
生
業
で
あ
っ
た
清
酒
醸
造
へ
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
交
際
地
域
の
広
が
り
か
ら
は
、
自
家
で
の
利
用
を
越
え
た
仙
台
城
下
町
へ
の
薪
炭
供
給
と
の
関

連
に
つ
い
て
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
東
昌
寺
門
前
町
に
隣
接
す
る
堤
町
で
暮
ら
す
足
軽
た

ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
堤
焼
の
生
産
が
、
十
九
世
紀
初
頭
の
文
化
・
文
政
期
に
、
近
世
に
お
け
る
最

盛
期
を
迎
え
た
と
の
口
承
も
あ
（
（1
（

る
。

（
11
）
以
下
、
薪
炭
生
産
の
記
述
に
つ
い
て
は
『
日
本
歴
史
地
名
大

系
４　

宮
城
県
の
地
名
』（
平
凡
社　

一
九
八
七
年
）
を
参

照
。

（
12
）『
仙
台
市
史
』
通
史
編
４
近
世
２
（
仙
台
市　

二
〇
〇
三
年
）、

四
三
五
頁
。　
　
　
　
　
　

（
13
）
関
善
内
『
堤
焼
と
陶
工
た
ち
』（
万
葉
堂
書
店　

一
九
七
四

年
）、
二
七
─
三
〇
頁
。

　
　

表
３　

歳
暮
品
・
人
名
控

地
名

推
定
さ
れ
る
村
名

推
定
さ
れ
る
村
の
現
在
地

史
料
番
号

小
角
村

宮
城
郡
小
角
村

仙
台
市
泉
区
小
角

11
～
13

野
村

宮
城
郡
野
村

仙
台
市
泉
区
野
村

13

枡
沢

黒
川
郡
吉
田
村
の
う
ち
升
沢

大
和
町
吉
田

11

成
田

黒
川
郡
成
田
村

富
谷
町
西
成
田

11

山
田

名
取
郡
山
田
村

仙
台
市
太
白
区
山
田

13

ね
き
し

名
取
郡
根
岸
村

仙
台
市
太
白
区
長
町

13

川
崎

柴
田
郡
前
川
村
川
崎
宿

川
崎
町
前
川

13
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ま
た
、
現
在
の
北
山
地
域
一
帯
は
、
付
木
（
木
片
の
一
端
に
硫
黄
を
塗
っ
た
着
火
用
品
）
の
産
地
の
一

つ
で
あ
っ
た
。
こ
の
地
域
で
の
付
木
生
産
は
、
天
保
年
間
に
木
町
通
（
青
葉
区
木
町
通
）
居
住
の
仙
台
藩

足
軽
・
若
生
丑
蔵
に
よ
り
創
業
さ
れ
、
明
治
維
新
以
前
に
周
辺
で
は
十
数
件
の
職
人
が
い
た
と
い
（
（1
（

う
。

以
上
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
各
村
々
と
菊
田
源
兵
衛
家
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
通
町
お
よ
び
堤
町
も

含
め
た
仙
台
城
下
町
へ
の
森
林
資
源
供
給
と
い
う
こ
と
か
ら
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
関

連
し
て
、
三
代
菊
田
源
兵
衛
が
、
北
山
と
宮
城
郡
根
白
石
村
（
仙
台
市
泉
区
根
白
石
）
を
結
ぶ
街
道
の
改

修
を
行
い
藩
か
ら
褒
賞
を
受
け
て
い
（
（1
（

る
。
そ
の
動
機
の
一
つ
を
、
仙
台
城
下
町
と
薪
炭
・
森
林
資
源
生
産

地
の
村
方
と
の
間
で
の
輸
送
の
利
便
性
を
高
め
る
と
い
う
点
に
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
点
に
に
つ
い
て
、
仙
台
城
下
町
と
薪
生
産
地
と
の
村
々
と
の
具
体
的
な
関
係
を
実
証
的
に
明
ら

か
に
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。

　
　

⑵　

仙
台
城
下
町
内
部
で
の
贈
答

と
こ
ろ
で
、
史
料
番
号
11
に
は
「
在
郷
計
り
」
の
歳
暮
だ
と
あ
る
が
、
一
方
で
「
あ
ら
町
」（
荒
町
／

仙
台
市
若
林
区
）、「
二
日
町
」（
仙
台
市
青
葉
区
二
日
町
）、「
十
番
丁
」、「
御
大
工
丁
」（
仙
台
市
青
葉
区

川
内
大
工
町
か
）
と
い
っ
た
、
仙
台
城
下
町
の
町
名
及
び
通
り
の
名
前
が
見
ら
れ
る
。
人
名
に
は
町
人
や

「
～
屋
」
と
見
ら
れ
る
商
人
た
ち
に
加
え
、
前
節
の
酒
宴
で
の
項
目
と
同
様
、
苗
字
が
記
さ
れ
る
、
城
下

町
居
住
の
士
分
と
考
え
ら
れ
る
人
々
も
見
ら
れ
る
。
苗
字
表
記
の
あ
る
人
物
で
は
「
十
番
丁
・
青
田
氏
」

が
唯
一
居
住
地
が
判
明
す
る
。
こ
こ
で
の
「
十
番
丁
」
は
、
通
町
に
隣
接
す
る
北
十
番
丁
（
仙
台
市
青
葉

区
北
山
）
の
事
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
、
史
料
番
号
11
の
う
ち
、
仙
台
城
下
町
の
人
々
と
考
え
ら
れ
る
「
た
は
こ
屋
・
利
助
」
以
降
の
九

（
14
）加
藤
宏「
仙
台
付
木
」『
市
史
せ
ん
だ
い
』18
、
二
〇
〇
八
年
。

（
15
）
拙
稿
「
天
保
か
ら
幕
末
の
通
町
─
東
昌
寺
門
前
・
菊
田
源
兵

衛
家
の
社
会
活
動
」（
本
書
所
収
）。
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菊
田
源
兵
衛
家
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
「
壁
紙
文
書
」
の
発
見
と
分
析
を
通
じ
て

名
に
つ
い
て
見
る
と
、「
鰹
子
」
お
よ
び
鰹
節
と
い
っ
た
カ
ツ
オ
の
加
工
品
に
加
え
、
塩
引
（
鮭
）
も
多

く
贈
答
さ
れ
て
い
る
。
士
分
と
思
わ
れ
る
「
須
藤
様
」
か
ら
は
白
砂
糖
が
贈
ら
れ
て
い
た
。
関
連
し
て
、

史
料
番
号
14
に
は
タ
イ
（
鯛
）
や
カ
ナ
ガ
シ
ラ
、
ヒ
ラ
メ
や
カ
レ
イ
（
鰜
）
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い

ず
れ
も
、
仙
台
城
下
の
肴
町
（
仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
・
大
町
）
に
、
旧
暦
五
月
の
夏
場
に
入
荷
さ
れ
る

海
産
物
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
魚
で
あ
（
（1
（

る
。
鯛
や
カ
ナ
ガ
シ
ラ
（
金
頭
）
は
儀
礼
に
用
い
ら
れ

る
魚
で
も
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
も
海
産
物
の
贈
答
記
録
と
推
測
さ
れ
る
。
肴
町
な
ど
仙
台
城
下
町
で
取
引

さ
れ
て
い
る
も
の
を
購
入
し
て
や
り
と
り
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

史
料
番
号
14
が
作
成
さ
れ
た
時
期
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
カ
レ
イ
が
贈
答
品
と
し
て
扱
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
仙
台
の
儀
礼
に
お
け
る
カ
レ
イ
と
い
え
ば
、
年
取
り
魚
と
し
て
ナ
メ
タ
ガ

レ
イ
（
バ
バ
ガ
レ
イ
）
の
煮
付
け
を
食
す
る
習
慣
が
想
起
さ
れ
る
。
こ
れ
は
今
の
と
こ
ろ
明
治
以
降
に
始

ま
っ
た
も
の
だ
と
さ
れ
る
が
、
一
方
で
、
江
戸
時
代
に
仙
台
の
庶
民
が
カ
レ
イ
を
贈
答
や
儀
礼
の
際
の
水

産
品
と
し
て
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
、
明
治
以
降
の
贈
答
慣
行
に
影
響
を
与
え
た
、
と
い
う
可
能
性
も
あ
ろ

う
。
ま
た
、
史
料
番
号
11
と
14
の
水
産
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
違
い
が
仙
台
城
下
町
に
お
け
る
人
々
の
所

得
差
に
応
じ
た
贈
答
品
の
あ
り
か
た
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
現
在
に
続
く
仙
台
の
習
俗
を
考
え
る
上

で
も
、
近
世
の
仙
台
城
下
町
に
お
け
る
水
産
物
贈
答
の
実
態
に
つ
い
て
引
き
続
き
考
察
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。あ

わ
せ
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、
史
料
番
号
11
の
「
塩
引
」（
サ
ケ
）
と
同
14
の
「
あ
わ
ひ
」（
ア
ワ
ビ
）

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
仙
台
藩
が
儀
礼
用
と
し
て
、
生
産
地
の
漁
村
か
ら
集
荷
を
し
て
い
た
商

品
で
あ
っ
た
。
漁
民
た
ち
は
藩
が
必
要
分
を
確
保
し
た
残
り
を
自
ら
の
商
品
と
し
て
販
売
し
て
い
た
の
で

あ
る
が
、
そ
の
生
産
地
の
一
つ
で
あ
る
追
波
川
河
口
地
域
に
お
い
て
、
十
八
世
紀
後
半
か
ら
十
九
世
紀
初

（
16
）「
肴
町
五
十
集
物
荷
入
覚
」（
旧
版
）『
仙
台
市
史
』
９
（
仙

台
市　

一
九
五
一
年
）
二
三
四
頁
、
史
料
番
号
六
一
八
。
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頭
に
か
け
て
藩
と
生
産
漁
民
と
の
間
で
の
せ
め
ぎ
合
い
が
見
ら
れ
（
（1
（

た
。
い
ず
れ
も
儀
礼
用
、
さ
ら
に
ア
ワ

ビ
に
つ
い
て
は
幕
府
の
長
崎
貿
易
へ
の
必
要
量
を
集
荷
し
よ
う
と
す
る
藩
側
に
対
し
、
生
産
漁
民
は
成
り

立
ち
維
持
の
論
理
で
自
ら
の
取
り
分
の
確
保
を
目
指
す
と
い
う
構
図
で
あ
っ
た
。

漁
民
の
動
向
の
背
景
に
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
商
品
と
し
て
の
需
要
の
増
加
が
背
景
に
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。「
壁
紙
文
書
」
中
の
贈
答
史
料
は
、
菊
田
家
三
代
の
源
兵
衛
が
活
躍
し
た
十
九
世
紀
前
半
以
降

の
史
料
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
仙
台
領
内
最
大
の
消
費
地
で
あ
っ
た
仙
台
城
下
町
に
お
け
る
サ
ケ
や
ア
ワ

ビ
の
需
要
の
あ
り
か
た
が
一
つ
の
手
が
か
り
に
な
る
と
も
い
え
る
。
塩
引
や
干
し
ア
ワ
ビ
が
、
仙
台
城
下

町
の
町
人
層
に
ま
で
広
ま
っ
て
い
た
可
能
性
を
し
め
す
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。

４　

菊
田
家
と
仙
台
城
下
町
行
政
の
担
い
手
─
贈
答
か
ら
見
え
る
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

史
料
番
号
15
に
は
、
九
件
分
の
贈
答
品
と
そ
の
相
手
が
記
さ
れ
て
い
る
。
短
い
史
料
で
は
あ
る
が
、
菊

田
源
兵
衛
家
の
社
会
活
動
、
特
に
仙
台
城
下
町
の
行
政
に
お
け
る
立
場
、
さ
ら
に
は
仙
台
藩
校
養
賢
堂
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
示
唆
に
富
む
内
容
で
あ
る
。

史
料
が
書
か
れ
た
年
代
に
つ
い
て
は
、
再
末
尾
の
「
五
城
先
生
御
袋
」
が
手
が
か
り
に
な
る
。
本
稿
で

は
「
壁
紙
文
書
」
を
三
代
菊
田
源
兵
衛
の
活
躍
し
た
十
九
世
紀
初
頭
以
降
の
史
料
だ
と
考
え
て
い
る
が
、

こ
の
時
期
に
仙
台
で
「
五
城
先
生
」
と
呼
ば
れ
る
人
物
と
し
て
、
仙
台
藩
の
学
者
と
し
て
名
高
い
志
村
三

兄
弟
（
五
城
、
東
嶼
、
蒙
庵
＝
篤
治)

の
長
兄
で
あ
る
志
村
五
城
（
一
七
四
六
─
一
八
三
二
）
を
挙
げ
る

こ
と
が
出
来
る
。「
御
袋
」と
は
字
義
通
り
か
ら
す
れ
ば
母
親
の
意
味
で
あ
ろ
う
。志
村
五
城
の
生
年
か
ら「
御

袋
」の
年
齢
を
推
測
す
れ
ば
、
時
代
の
下
限
が
一
八
〇
〇
年
代
初
頭
を
越
え
る
こ
と
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
17
）『
北
上
町
史
』
通
史
編
（
宮
城
県
北
上
町　

二
〇
〇
四
年
）

三
四
二
─
三
六
二
頁
（
サ
ケ
漁
／
高
橋
美
貴
氏
執
筆
）
お
よ

び
三
七
五
─
三
八
三
頁
（
ア
ワ
ビ
漁
／
畑
井
洋
樹
氏
執
筆
）。



97

菊
田
源
兵
衛
家
の
社
会
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
―
「
壁
紙
文
書
」
の
発
見
と
分
析
を
通
じ
て

ま
た
、
贈
答
品
の
「
狼
（
野
）
河
原
」
と
は
、
十
八
世
紀
中
頃
以
降
、
登
米
郡
狼
河
原
村
（
登
米
市
東

和
町
米
川
）
周
辺
の
名
産
と
な
っ
た
煙
草
の
こ
と
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
史
料
番
号
15
に
登
場
す

る
贈
答
相
手
は
仙
台
城
下
町
で
一
定
の
社
会
的
地
位
を
も
つ
人
々
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
は
菊
田
家
か
ら
贈

ら
れ
た
品
物
や
相
手
を
記
し
た
可
能
性
が
高
い
。
仙
台
領
内
で
産
出
さ
れ
た
国
産
品
の
煙
草
が
、
遅
く
と

も
十
九
世
紀
初
頭
に
、
仙
台
城
下
町
で
地
位
あ
る
人
々
へ
の
贈
答
品
と
し
て
相
応
し
い
商
品
と
し
て
の
価

値
を
確
立
し
、
消
費
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

次
に
、
贈
答
相
手
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。

　
　

⑴　

藩
役
人
と
の
関
係

一
件
目
に
は
「
御
小
人
町
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。「
御
小
人
町
」
と
い
う
地
名
は
仙
台
城
下
町
に
は
存

在
し
な
い
が
、
藩
主
ら
が
外
出
す
る
際
に
随
行
す
る
小
人
衆
が
居
住
し
て
い
た
御
霊
屋
丁
（
仙
台
市
青
葉

区
霊
屋
下
）
の
事
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
三
件
目
に
見
え
る
「
同
心
町
」（
仙
台
市
青
葉
区
本
町
）
に
は
、

城
下
町
の
町
人
町
の
治
安
維
持
の
実
務
を
担
う
町
同
心
た
ち
が
居
住
し
て
い
た
。
こ
の
同
心
た
ち
と
と
も

に
、
仙
台
城
下
町
の
武
士
及
び
町
人
、さ
ら
に
は
領
内
の
百
姓
に
対
す
る
警
察
活
動
を
担
っ
て
い
た
の
が
、

小
人
た
ち
の
と
り
ま
と
め
役
で
あ
る
小
人
目
付
で
あ
っ
（
（1
（

た
。
菊
田
家
は
町
人
お
よ
び
百
姓
の
警
察
機
能
を

担
う
立
場
の
人
々
と
交
際
を
も
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
件
目
の
「
御
屋
敷
方
」
は
、
仙
台
城
下
町
の
武
家
地
を
管
轄
す
る
屋
敷
奉
行
お
よ
び
そ
の
配
下
の
役

人
た
ち
を
指
す
と
見
ら
れ
る
。
彼
ら
と
菊
田
家
と
の
接
点
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
の
可
能

性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
中
下
級
藩
士
の
不
在
屋
敷
の
管
理
を
行
う
宿
守
の
存
在
で
あ
（
（1
（

る
。
十
八
世

紀
以
降
の
宿
守
は
、
本
来
の
役
割
を
越
え
、
屋
敷
表
門
な
ど
で
諸
営
業
を
行
い
、
中
に
は
酒
造
を
お
こ

（
18
）
同
心
・
小
人
目
付
の
職
掌
に
つ
い
て
は
、
前
掲
注
（
９
）
書
、

一
三
六
─
一
五
二
頁
に
よ
る
。

（
19
）
仙
台
城
下
町
の
「
宿
守
」
に
つ
い
て
は
渡
辺
浩
一
『
仙
台
・

江
戸
学
叢
書
22　

仙
台
城
下
の
武
家
屋
敷
』（
大
崎
八
幡
宮　

二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。
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な
っ
た
り
、
遊
女
を
置
く
な
ど
し
て
罰
せ
ら
れ
る
者
も
出
る
な
ど
、
近
世
後
期
の
城
下
町
で
町
方
居
住
者

の
一
員
と
な
っ
て
い
た
。
天
明
飢
饉
時
に
は
、
都
市
下
層
民
を
含
む
と
さ
れ
る
宿
守
層
へ
の
救
済
が
政
策

課
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

本
書
所
収
の
拙
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
菊
田
家
は
天
保
四
年
か
ら
五
年
の
飢
饉
に
際
し
て
、
河
原
町

の
沢
口
家
と
と
も
に
、
藩
か
ら
宿
守
の
救
済
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
菊
田
家
と
宿
守

の
人
々
と
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
前
提
だ
と
考
察
し
た
。
菊
田
家
と
「
御
屋
敷
方
」
が
、

宿
守
と
な
る
人
々
の
取
締
や
生
活
全
般
へ
の
対
応
を
め
ぐ
っ
て
関
係
を
取
り
結
ぶ
可
能
性
は
十
分
考
え
ら

れ
よ
う
。⑵　

「
青
山
氏
」
と
「
米
川
氏
」
―
仙
台
城
下
町
役
人
と
菊
田
家

五
件
目
の「
米
川
氏
」と
六
件
目
の「
青
山
氏
」と
は
誰
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
仙
台
城
下
町
の「
青
山
」

と
「
米
川
」
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
大
町
三
四
五
丁
目
検
断
の
青
山
五
左
衛
門
家
と
、
大
町
一
二
丁
目
の

年
行
仕
（
他
町
の
検
断
に
相
当
）
か
ら
、
後
に
国
分
町
検
断
を
務
め
た
米
川
十
右
衛
門
家
で
あ
る
。「
壁

紙
文
書
」
中
の
「
青
山
氏
」
と
「
米
川
氏
」
と
は
、
両
家
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

仙
台
城
下
町
の
検
断
・
年
行
仕
に
つ
い
て
は
、
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
は
個
別
町
の
管
轄
を
越
え
、
赤
子

養
育
や
飢
饉
救
済
、
備
荒
貯
蓄
の
運
用
と
い
っ
た
城
下
町
全
体
の
行
政
を
担
っ
て
ゆ
く
よ
う
に
な
っ
た
と

さ
れ
る
。
そ
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
の
が
、
青
山
と
米
川
の
両
家
で
あ
っ
（
（2
（

た
。
一
方
、
菊
田

家
の
あ
る
東
昌
寺
門
前
町
は
、
実
は
近
世
の
仙
台
城
下
町
二
十
四
町
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
青
山
と
米

川
両
家
に
と
っ
て
は
管
轄
外
の
地
域
で
あ
っ
た
が
、
城
下
町
の
北
端
に
隣
接
す
る
町
方
の
検
断
を
務
め
て

い
た
と
さ
れ
る
菊
田
家
と
、
贈
答
を
取
り
交
わ
す
よ
う
な
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
20
）『
仙
台
市
史
』
通
史
編
５
近
世
３
（
仙
台
市　

二
〇
〇
四
年
）、

二
六
五
─
二
八
九
頁
。
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⑶　

五
軒
茶
屋
・
河
原
町
と
菊
田
家

八
件
目
の
「
五
間
茶
や
」
と
は
、
城
下
河
原
町
に
隣
接
す
る
小
泉
村
域
の
奥
州
街
道
沿
い
に
成
立
し
た

町
場
で
あ
る
五
軒
茶
屋
（
仙
台
市
若
林
区
河
原
町
一
丁
目
）
の
事
で
あ
ろ
う
。
同
書
に
は
そ
の
名
の
通
り

藩
主
が
参
勤
交
代
の
際
に
休
息
す
る
茶
屋
が
置
か
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
本
書
齋
藤
論
文
で
指
摘
さ
れ
た

よ
う
に
、
河
原
町
周
辺
も
、
菊
田
家
の
住
む
東
昌
寺
門
前
町
と
同
じ
く
、
城
下
町
と
近
隣
の
村
々
と
の
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

菊
田
家
に
と
っ
て
、
こ
の
地
域
と
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
清
酒

の
販
売
先
で
あ
る
。
一
方
、
拙
稿
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
天
保
飢
饉
時
に
菊
田
家
は
河
原
町
の
沢
口
家
と

連
携
し
て
、
他
領
か
ら
流
入
す
る
人
々
を
管
理
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
、
城
下
町
の
治
安
対
策
の
上

で
も
関
わ
り
の
深
い
地
域
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
な
お
、
菊
田
家
と
沢
口
家
と
の
関
係
を
し
め
す
も
の
と

し
て
、
史
料
番
号
20
に
挙
げ
た
、
伊
達
家
四
代
藩
主
綱
村
以
降
の
墓
所
の
あ
る
大
年
寺
の
宝
松（
住
職
か
）

が
「
菊
田
」
と
「
沢
口
」
と
と
も
に
秋
保
温
泉
に
出
か
け
た
際
に
詠
ん
だ
漢
詩
（
七
言
絶
句
）
が
残
さ
れ

て
い
た
。
菊
田
家
と
河
原
町
の
沢
口
家
と
は
、
公
私
に
わ
た
る
密
接
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
か
ら
、
菊
田
家
と
史
料
番
号
15
に
登
場
す
る
人
々
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
治
安
維
持
面
を

中
心
と
す
る
都
市
行
政
へ
の
関
わ
り
と
い
う
共
通
項
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、

菊
田
家
と
各
家
・
地
域
と
の
個
別
の
関
係
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
菊
田
家
の
贈
答
に
登
場
し
た
藩
の
治
安

担
当
役
人
、
城
下
町
の
検
断
な
ど
町
役
人
、
場
末
町
の
人
々
が
相
互
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
結
び
、
城
下
町

全
体
の
秩
序
維
持
に
当
た
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
示
唆
さ
れ
よ
う
。
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５　

菊
田
家
と
仙
台
藩
の
学
者
た
ち

史
料
番
号
15
に
、
仙
台
藩
の
儒
者
で
、
藩
校
養
賢
堂
で
の
教
育
を
担
っ
た
志
村
五
城
の
名
前
が
見
ら
れ

た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
史
料
番
号
19
に
は
、「
大
槻
民
治
様
」の
名
前
も
確
認
で
き
る
。

大
槻
民
治
と
は
、
文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
養
賢
堂
学
頭
と
な
り
、
そ
の
改
革
に
尽
力
し
た
仙
台
藩
学

者
の
大
槻
平
泉
（
一
七
七
三
─
一
八
五
〇
）
の
事
で
あ
る
。
菊
田
源
兵
衛
家
は
、
養
賢
堂
運
営
の
中
心
と

し
て
活
動
し
て
い
た
仙
台
藩
の
学
者
層
と
も
交
流
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
菊
田
家
と
仙
台
藩
の
学
者
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に

は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
菊
田
源
兵
衛
家
の
学
問
受
容
と
い
う
点
が
推
測
で
き
る
。
大
槻
民
治「
様
」と「
五

城
先
生
」
と
の
表
記
の
比
較
か
ら
す
れ
ば
、
菊
田
源
兵
衛
は
志
村
五
城
か
ら
の
学
問
的
薫
陶
を
受
け
て
い

た
と
も
推
測
で
き
る
。

そ
れ
に
く
わ
え
、
平
泉
が
進
め
た
養
賢
堂
改
（
（2
（

革
と
、
菊
田
家
の
生
業
で
あ
る
酒
造
業
と
の
関
わ
り
と

い
う
点
に
つ
い
て
も
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
平
泉
に
よ
る
改
革
の
一
つ
は
、
養
賢
堂
運
営
の
た
め
の
財
政

基
盤
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
領
内
に
「
学
田
」
一
万
二
千
石
を
設
置
し
た
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
一
八
九
七
（
明
治
三
十
年
）
に
養
賢
堂
の
元
関
係
者
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
た「
養
賢
堂
同
窓
会
」の
規
約
に
は
、
藩
が
学
田
か
ら
の
収
入
と
合
わ
せ
て「
志
願
献
金
ノ
法
」に
よ
っ

て
運
営
資
金
を
確
保
し
た
と
の
記
述
が
あ
（
（2
（

る
。「
志
願
献
金
」
と
は
、
藩
に
よ
る
社
会
政
策
の
資
金
に
つ

い
て
、
金
額
に
応
じ
た
様
々
な
特
権
を
設
け
て
地
域
か
ら
募
集
し
、
そ
れ
に
応
じ
た
献
金
者
が
希
望
す
る

特
権
を
「
志
願
」
し
て
与
え
ら
れ
る
制
度
で
あ
（
（2
（

る
。
関
連
し
て
、
志
願
献
金
と
仙
台
藩
学
校
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
時
代
は
下
る
が
天
保
十
二
年
（
一
八
四
一
）
年
の
荒
町
清
酒
屋
・
鈴
木
伊
右
衛
門
家
が
、
医

（
22
）「
養
賢
堂
同
窓
会
規
約
」。
本
史
料
は
伊
達
伯
爵
家
所
蔵
だ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
『
伊
達
氏
史
料　

甲
号
』
九
（
東
北
大
学

附
属
図
書
館
所
蔵
）
に
綴
じ
込
ま
れ
て
い
た
。

（
21
）
大
槻
平
泉
に
よ
る
養
賢
堂
改
革
に
つ
い
て
は
鵜
飼
幸
子
「
大

槻
家
の
人
々
」（『
宮
城
の
研
究
』
近
世
編
Ⅲ　

清
文
堂
出
版　

一
九
八
三
年
）
に
よ
る
。

（
23
）
拙
稿
「
仙
台
藩
の
献
金
百
姓
と
領
主
・
地
域
」（『
東
北
ア
ジ

ア
研
究
』
12　

二
〇
〇
九
年
）。
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学
校
へ
の
金
二
〇
〇
両
の
献
金
に
よ
り
、
城
下
町
内
の
一
町
を
範
囲
と
す
る
「
永
々
」
の
清
酒
醸
造
と
販

売
の
特
権
を
確
保
し
て
い
（
（2
（

る
。
実
際
に
、
献
金
が
酒
造
な
ど
の
営
業
権
許
認
可
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
こ
と

で
、
都
市
の
有
力
者
か
ら
仙
台
藩
校
へ
の
献
金
が
実
現
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
い
か
え
れ
ば
、
城

下
町
商
人
は
自
ら
の
営
業
権
維
持
の
活
動
を
通
じ
て
、
学
資
援
助
者
と
し
て
藩
校
と
関
わ
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。
菊
田
源
兵
衛
家
と
仙
台
藩
学
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
も
、
藩
校
へ
の
資
金
確
保
と
い
っ
た
学
校
経

営
面
か
ら
と
ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

な
お
、
菊
田
源
兵
衛
家
が
交
流
し
た
学
者
た
ち
に
つ
い
て
、
志
村
五
城
の
弟
で
、
大
槻
平
泉
の
下
で
養

賢
堂
副
学
頭
を
務
め
た
志
村
篤
治
が
、
養
賢
堂
の
運
営
を
め
ぐ
り
平
泉
と
対
立
し
て
い
た
と
の
指
摘
が
あ

る
（
（2
（

。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
関
わ
ら
ず
、
双
方
と
交
流
す
る
菊
田
源
兵
衛
の
動
向
は
、
様
々
な
学
者
と
交
流

し
て
知
識
を
得
よ
う
と
す
る
学
究
者
と
し
て
の
姿
勢
、
仙
台
藩
校
お
よ
び
学
者
た
ち
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て

の
対
応
な
ど
、
様
々
な
解
釈
が
可
能
だ
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、「
検
断
屋
敷
」
で
の
壁
紙
文
書
発
見
の
経
緯
と
、
菊
田
源
兵
衛
家
の
取
り
結
ん
だ
様
々
な

社
会
関
係
と
、
そ
こ
か
ら
見
え
る
仙
台
城
下
町
の
社
会
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
解
釈
の
過
ぎ
た

点
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
基
に
、
菊
田
源
兵
衛
家
を
中
心
に
、
東
昌
寺
門

前
町
に
関
係
し
た
人
々
の
交
流
が
で
き
る
だ
け
具
体
的
に
浮
か
び
上
が
る
よ
う
な
分
析
を
心
が
け
た
。
そ

の
結
果
、も
っ
と
も
情
報
が
豊
富
な
人
名
や
居
住
地
を
可
能
な
限
り
比
定
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
が
、

結
果
的
に
廃
棄
文
書
分
析
の
一
つ
の
方
法
論
を
提
起
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
24
）
前
掲
注
（
18
）
書
、
二
六
〇
─
二
六
二
頁
。

（
25
）
前
掲
注
（
18
）
鵜
飼
論
文
。
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さ
ら
に
、
分
析
の
結
果
、
城
下
町
に
お
け
る
武
士
と
町
人
の
関
係
、
城
下
町
と
近
隣
村
落
と
の
関
係
、

城
下
町
に
お
け
る
海
産
物
贈
答
と
消
費
の
実
態
、
城
下
町
内
部
の
治
安
・
秩
序
維
持
を
め
ぐ
る
社
会
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
さ
ら
に
は
仙
台
藩
の
学
者
層
と
商
人
層
と
の
関
わ
り
と
い
っ
た
、
仙
台
城
下
町
に
暮
ら

し
た
人
々
の
生
活
を
考
え
る
上
で
の
論
点
も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に

つ
い
て
、
今
後
さ
ら
な
る
史
料
発
掘
と
実
証
を
通
じ
て
検
証
し
て
ゆ
き
た
い
。

本
稿
が
通
町
や
菊
田
源
兵
衛
家
の
活
動
を
後
世
に
留
め
る
と
と
も
に
、
仙
台
城
下
町
や
そ
こ
で
暮
ら
し

た
人
々
の
歴
史
を
考
え
る
た
め
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
い
、
結
び
と
す
る
。

（
付
記
）

「
壁
紙
文
書
」も
含
む
検
断
屋
敷
の
緊
急
調
査
に
参
加
し
た
の
は
、ま
ち
遺
産
ネ
ッ
ト
仙
台
の
大
沼
昌
寛
、

伊
藤
則
子
、
西
大
立
目
祥
子
の
各
氏
と
、
東
北
大
学
東
北
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
平
川
新
、
蝦
名
裕
一
、

天
野
真
志
お
よ
び
佐
藤
の
七
名
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
壁
紙
文
書
発
見
の
成
果
を
踏
ま

え
執
筆
し
た
。

ま
た
、
本
稿
作
成
に
当
た
り
、
水
産
物
贈
答
に
つ
い
て
高
橋
美
貴
氏
（
東
京
農
工
大
学
）、
柳
生
和
紙

や
仙
台
の
贈
答
・
儀
礼
習
俗
に
つ
い
て
畑
井
洋
樹
氏
（
仙
台
市
歴
史
民
俗
資
料
館
）
か
ら
ご
教
示
を
い
た

だ
い
た
。
末
筆
な
が
ら
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。


